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略号一覧

人称代名詞（§6.5.1）に付す略号
1：1人称
2：2人称
3：3人称
sg.：単数
du.：双数
pl.：複数
in.：包括形
ex.：除外形

その他略号（五十音順）
（上る）：副助詞 hauk（§9.1.1.5）
（意外）：動詞助詞 pheʔ（§7.4.3.2）および

動詞助詞 pɤŋ（§7.4.3.3）
（行く）：副助詞 hu（§9.1.1.1）
（一緒）：副助詞 taɯ（§9.1.3.4）
（遠方）：動詞助詞 kok（§7.4.4.11）
（多さ）：動詞助詞 nɛ（§7.4.4.8）
（遅さ）：動詞助詞 kɔi（§7.4.4.10）
（各々）：動詞助詞 taŋ（§7.4.4.12）
（概数）：抽象数名詞 hauh（§6.10.2.3）お

よび抽象数名詞 hun（§6.10.2.4）
（蓋然）：動詞助詞 tɯ（§7.4.3.5）
（確認）：一般助詞 nɛh（§9.3.1）
（仮定）：従属助詞 kɛh（§9.2.2.3），従属

助詞 tɔʔ（§9.2.2.4）および従属助詞
sin（§9.2.2.5）

（過度）：動詞助詞 cauʔ（§7.4.4.7）
（可能）：動詞助詞 ciʔ（§7.4.6.1）および動

詞助詞 pon（§7.4.6.2）
（感嘆）：感嘆副詞（§8.4）
（完了）：動詞助詞 hɔc（§7.4.5.2）
（帰結）：動詞助詞 kɯm（§7.4.1.3）および

動詞助詞 tɔm（§7.4.1.4）
（起点）：前置助詞 khaɲ（§6.9.2.1）
（逆接）：従属助詞 viaŋ（§9.2.2.1）および

従属助詞 khɔm（§9.2.2.2）
（強意）：一般助詞 kɔʔ（§9.3.2）
（強調）：副助詞 ŋɛ（§9.1.3.1）
（共同）：前置助詞 mai（§6.9.4）
（禁止）：動詞助詞 pɔ（§7.4.2.2）
（近双）：名詞助詞 kɛʔ（§6.11.2）
（近複）：名詞助詞 kiʔ（§6.11.1）
（来る）：副助詞 hoc（§9.1.1.2）
（敬）：接頭辞 kɔn-，taʔ-および yɛʔ-（§3.3.1）
（経験）：動詞助詞 saʔ（§7.4.5.4）
（継続）：動詞助詞 kɔn（§7.4.5.10）
（形名）：形式名詞 pa（§6.6.1）および形式

名詞 cɛ（§6.6.2）
（原因）：前置助詞 kah（§6.9.1.4）および

前置助詞 jau（§6.9.6）
（限定）：副助詞 khaɲ（§9.1.3.8）
（根拠）：副助詞 kah（§9.1.3.5）および副

助詞 jau（§9.1.3.6）
（再帰）：再帰代名詞 tiʔ（§6.5.3）
（再現）：動詞助詞 lai（§7.4.5.12）
（再度）：抽象数名詞 bauʔ（§6.10.2.6）
（暫後）：副助詞 kɛ（§9.1.2.3）
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形態別の一覧

特殊な略号を付す形態素の一覧（形態素：属する品詞，付す略号，参照先）を示す。順番
は形式のアルファベット順（特殊記号は母音，子音，記号の優先順）とする。なお，一つの
形態素の多義的な意味・機能を示すため，複数種のグロスを振っている場合がある。

bauʔ：抽象数名詞，（再度），§6.10.2.6
bauʔ：動詞助詞，（追加），§7.4.5.13
brɛ：従属助詞，（順接），§9.2.2.6
ca：動詞助詞，（当面），§7.4.5.11
cauʔ：動詞助詞，（過度），§7.4.4.7
ciʔ：動詞助詞，（可能），§7.4.6.1
cɛ：形式名詞，（形名），§6.6.2
deʔ：動詞助詞，（接近），§7.4.5.6
doh：動詞助詞，（全然），§7.4.4.13
dɯih：動詞助詞，（転換），§7.4.5.15
dɔk：動詞助詞，（既に），§7.4.5.7
gruʔ：動詞助詞，（先行），§7.4.5.9
grɔm：動詞助詞，（瞬時），§7.4.5.14
ha：副助詞，（暫時），§9.1.2.2
hauh：抽象数名詞，（概数），§6.10.2.3
hauk：副助詞，（上る），§9.1.1.5
hoc：副助詞，（来る），§9.1.1.2
hu：副助詞，（行く），§9.1.1.1
hun：抽象数名詞，（概数），§6.10.2.4
hɤi：文助詞，（提案），§9.4.4
hɔc：動詞助詞，（完了），§7.4.5.2
hɔt：前置助詞，（周囲），§6.9.5
jau：従属助詞，（理由），§9.2.2.8
jau：前置助詞，（原因），§6.9.6
jau：副助詞，（根拠），§9.1.3.6

jɛt：動詞助詞，（丁度），§7.4.4.6
kah：前置助詞，（場所），§6.9.1.1
 ：前置助詞，（方向），§6.9.1.2
 ：前置助詞，（手段），§6.9.1.3
 ：前置助詞，（原因），§6.9.1.4
 ：前置助詞，（補標），§6.9.1.5
kah：動詞助詞，（添加），§7.4.1.1
kah：副助詞，（根拠），§9.1.3.5
kin：動詞助詞，（非常），§7.4.4.5
kiʔ：名詞助詞，（近複），§6.11.1
kok：動詞助詞，（遠方），§7.4.4.11
kɛ：副助詞，（暫後），§9.1.2.3
kɛh：従属助詞，（仮定），§9.2.2.3
kɛt：動詞助詞，（非常），§7.4.4.3
kɛʔ：従属助詞，（並列），§9.2.1.2
kɛʔ：名詞助詞，（近双），§6.11.2
kɯm：動詞助詞，（帰結），§7.4.1.3
kɔi：動詞助詞，（遅さ），§7.4.4.10
kɔn：動詞助詞，（継続），§7.4.5.10
kɔn-：接頭辞，（敬），§3.3.1
kɔʔ：一般助詞，（強意），§9.3.2
khaɲ：前置助詞，（起点），§6.9.2.1
 ：前置助詞，（比較），§6.9.2.2
khaɲ：副助詞，（限定），§9.1.3.8
khen：名詞助詞，（複数），§6.11.3
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第1章

パラウク・ワ語の概要

本書は，中国雲南省滄源ワ族自治県（中国名：沧源佤族自治县）東部から
耿馬ダイ族ワ族自治県（中国名：耿马傣族佤族自治县）南部（p. 3図 1-2参
照）に居住する自称 [pə̤ɹɐ̤u̯k]（以下，パラウク）というエスニックグループ
によって話される言語（以下，パラウク・ワ語）を対象とした記述文法であ
る。
本章では，パラウク・ワ語の話されている地域や言語系統，研究史につい
て概説する。また，本書における記述の方針，表記規則についても述べる。

1.1　地域，言語系統

自称パラウクという集団について，中国国内の民族認定上は「佤族（ワ
族）」の一部とみなされる。ワ族の言語は一般に「佤语（ワ語）」と称され
る。中国国内におけるワ語は，大きく三つの方言（パラウク方言，アワ方言，
ワ方言）に分けられる。方言差が大きく，相互理解は困難である。図 1-1に
周・颜・陈（2004: 7–8）による方言分類を示す。
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第2章

音声・音韻

本章ではパラウク・ワ語の音声・音韻について記述する。具体的には，パ
ラウク・ワ語の記述に必要な音的単位（二つの音節タイプ，声母，韻母）の
設定を行うとともに，それぞれの単位に生起する音素の音声学的特徴を述べ
る。また，弱化や連声など，形態音韻論的な現象についても述べる。

2.1　音節の構造

パラウク・ワ語の音節は，図 2-1に示すように，一般的な音節（major 
syllable;主要音節）に加え，様々な制限のある音節（minor syllable;副次音節）
の二つのタイプを考えるのが便利である。

主要音節：　C1（C2）V1（V2）（C3）／ R
副次音節：　C4（C5）V3（C6）

図 2-1.音節構造

Cは子音（consonant），Vは母音（vowel），Rは「レジスター（register）」と
呼ばれる韻律的な超分節素を表わす。この超分節素については §2.6にて詳
しく述べることにする。また，分節素の結合したもののうち，C1（C2）-およ
び C4（C5）-を「声母」（onsetに相当），-V1（V2）（C3）および -V3（C6）を「韻母」
（rhymeに相当）と呼ぶこととする。声母と韻母は中国音韻学の用語であり，
それぞれ §2.3と §2.5にて記述する。副次音節は単独では現われず，主要音
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第3章

形態論

本章ではパラウク・ワ語の語について述べる。具体的には，語と音節構成
の関係について述べ，通時的・共時的観点からその特徴についてまとめる。
更に，実質的意味をもたない随伴的な形式や借用語についても述べる。

3.1　語の構成

パラウク・ワ語の語は単音節語が多数を占める。多音節からなるものも
少なからず存在するが，3音節以上からなるものは多くない。§2.1で述べた
二つの音節タイプ（主要音節，副次音節）の組み合わせという観点から，図
3-1のような一般化が可能である。

単音節語 ― 主要音節のみ
     主要音節－主要音節　…①

  2音節語 ―
     副次音節－主要音節　…②
多音節語 ―    
  3音節以上の語 ― 主要音節と副次音節の順列と組み合わせ
      （副次音節は奇数音節目のみ可。最終音

節は不可。）

図 3-1.語の音節構成

主要音節に生起制限は存在しない。副次音節には多音節語における奇数音
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第4章

品詞論

本章では，品詞分類に関わる問題を取り上げる。まず，周・颜（1984），
赵・赵編（1998）など先行記述の品詞分類を批判的に検証し，問題点を明確
にする。その上で，本書で用いる新しい品詞分類を提示する。

4.1　先行記述

品詞分類は，研究者の文法観を端的に示すものである。ここでは，代表的
な先行記述である周・颜（1984）と赵・赵編（1998）の品詞分類を取り上げ，
検証を行う。

4.1.1　周・颜（1984）の品詞体系
周・颜（1984: 33–73）では，語を名詞，量詞，数詞，代詞，動詞，形容詞，
状詞，副詞，介詞，連詞，助詞，嘆詞の 12の品詞に分類している。各品詞
の特徴を表 4-1に示す 1。

1 中国において用いられる言語学用語について，便宜的に，次のように改めてある。
宾语→目的語，表语→繋辞補語，定语→連体修飾語，状语→連用修飾語，情貌助词→アス
ペクト助詞，介词句→前置詞句
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第5章

統語論における基本的概念

本章では，パラウク・ワ語における語順や文法成分といった統語論的な基
本概念について記述する。また，文法カテゴリーとは認められない態や時制
についてもここで述べることとする。

5.1　基本語順

孤立語的性格の強いパラウク ･ワ語においては，語順が非常に重要な機能
を担う。次節以降，様々な構成素の順序について述べる。

5.1.1　動詞と項
自動詞（定義については §7.1.3参照）文の項と動詞の配列順は，「動詞」

－「唯一項（つまり主語）」である。（5-1a）（5-2a）に例を挙げる。

（5-1） a.  yɛm ʔai
   泣く （人名）

   「アイが泣いた。」
（5-2） a.  kuat praiʔ
   寒い 外

   「外が寒い。」

ここで（5-1a）（5-2a）に対して，構成要素の順序を入れ替えた「唯一項（主
語）」－「動詞」という文（例 5-1b，5-2b）も成立する。
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第6章

名詞と名詞句の構造

パラウク ･ワ語の名詞は，名詞句という一段上の構造体の中で記述する方
がその特徴を捉えやすい。このような事情から，本章では，名詞句の構造と
の関わりの中で，名詞の下位分類，数量詞句の構造などについて記述を行っ
ていく。また，名詞の意味と深い関わりのある関係節，所有・存在文，コ
ピュラ文についても本章で併せて扱うことにする。

6.1　名詞句の構造

名詞と同等の機能をもつ文中の要素を名詞句と呼ぶ。§4.2で述べたよう
に，名詞は，①単独で節を構成できる，② saŋ「（非現）」や ʔaŋ「（否定）」
と結合しない，③動詞の項になる，という特徴をもつ。この基準に従えば，
次の（6-1a）に挙げる音的形式は名詞句である。

（6-1） a.  khauʔ yuh ʔɤʔ dɔŋ lic kah ra gɔŋ ʔan
   木 作る 1sg. えさ箱 豚 （手段） 二 ～本 あれ

   「私が豚のえさ箱を作るのに使ったあの 2本の木」

なぜならば，この音的形式は，（6-2）のように単独で節を構成する（例え
ばWH疑問文に対する回答になる）こと，（6-3）のように saŋ「（非現）」や
ʔaŋ「（否定）」が前置しないこと，（6-4）のように動詞の項になること，と
いう特徴をもつからである。
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第7章

動詞と述部の構造

本章では，動詞と動詞に関わる言語現象について扱う。具体的には，動詞
の下位分類，述部の構造，動詞連続について分析を行う。動詞連続の記述に
おいては，これを契機にして起こる文法化の問題も取り上げる。また，述部
構造の中で重要な役割をもつ動詞助詞についても本章にて記述する。

7.1　動詞の下位分類

本書では動詞を三つの観点から分類する。一つ目は，意志性（volitionality）
に基づく「意志動詞」と「無意志動詞」という分類である。二つ目は，動
作性（activity）に基づく「動態動詞」と「静態動詞」という分類である。三
つ目は，目的語を取るか否かという統語的特徴に基づく「自動詞」と「他動
詞」という分類である。これら三つの動詞分類は，パラウク ･ワ語の文法を
記述する上で極めて有効である 1。

7.1.1　「意志動詞」と「無意志動詞」
東南アジアの諸言語には，動詞の表わす事象が意志的に制御可能であるか
否かということ，つまり意志性が語彙的に定まっている言語が多い。パラウ
ク・ワ語もそのような言語の一つである。意志的な制御を伴う事象を表わす

1 動詞の分類に際し，加藤（2004: 187–200）によるポー・カレン語（チベット・ビルマ語
族）の記述を参考にした。系統関係こそ異なるものの，東南アジア大陸部に分布し，孤立語
的な言語特徴をもつ両言語の動詞特性が似ていることは興味深い。
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第8章

副詞

パラウク・ワ語の副詞は後置副詞，接続副詞，感嘆副詞の三つに下位分類
される。本章では，その分類根拠を示した上で，それぞれの用法について記
述を行う。

8.1　副詞の分類

§4.2で述べたように，副詞とは，単独で節を形成できる一方，saŋなどの
動詞助詞を付けることができず，動詞の項になることもないという特徴をも
つ品詞である。この副詞について，生起し得る節という観点から，三つの語
群（後置副詞，接続副詞，感嘆副詞）を考えることができる。その関係は，
表 8-1に示すとおりである。

表 8-1.副詞の下位分類
主節 従属節

副
詞

後置副詞 可 可
接続副詞 不可 可
感嘆副詞 可 不可

後置副詞は，主節と従属節の両方に現われる。どちらの場合も述部の一部と
して機能する。接続副詞は，従属節としてしか現われない。接続副詞は，そ
れ単独で節を構成することができる。感嘆副詞は，主節としてしか現われな
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第9章

助詞

本章では助詞のうち，副助詞，従属助詞，一般助詞，文助詞について記
述を行う。なお，上記以外の助詞について，前置助詞は §6.9，類別助詞は
§6.10，名詞助詞は §6.11，動詞助詞は §7.4をそれぞれ参照されたい。

9.1　副助詞

副助詞は，動詞複合体（と目的語）の後に現われ，述部を拡張する機能を
もつ語群である。以下，副助詞を（A）動詞由来のもの，（B）時間に関わる
もの，（C）それ以外のもの，に分けて記述する。複数の副助詞が共起する場
合，これらは（A）（B）（C）の順に並べられる。

9.1.1　動詞に由来するもの
事象のアスペクト的把握に関わるものには，移動動詞に由来する hu，

hoc，lih，lac，haukと無意志動詞「見える」に由来する yauʔがある。移動
動詞との関係については §7.3.7.3，yauʔについては §7.3.7.4を参照されたい。

9.1.1.1　hu
副助詞 huは，当該動作によって直前の名詞句が空間的に話者から離れて

いくという認識を示す。日本語の補助動詞「～ていく」で訳せることが多
い。動詞 hu「行く」と区別しつつもその関係性を示すため，グロスは（行
く）とする。（9-1）（9-2）に例を挙げる。
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第10章

複文

本章では，複文を分類するとともに，副詞節，補節，等位節という三つの
従属節について記述を行う。また，副詞節から接続副詞への文法化の問題に
ついてもここで分析を行う。

10.1　複文の分類

文助詞（§9.4参照）で区切られ得る統語的単位（つまり文）内部に二つ以
上の述部が存在する場合，そのような文を複文と呼ぶことにする。これに対
し，述部が一つだけであるものを単文と呼ぶ。
複文は，主節と従属節に分けられる場合と分けられない場合がある。分け
られる場合，その区別は，どちらの述部の中心が YES/NO疑問を表わす文
助詞 laihに対する回答になるのか，といった観点から判断することができ
る。（10-1）から（10-5）に例を挙げる（動詞を太字で示す）。

（10-1）  khɯ ʔah kɯɲ kah nɔh || nɔh kɯm yɛm laih
  （理由） 言う 父 （方向） 3sg.  3sg. （帰結） 泣く （真偽）

  「父親が彼（女）に向かって小言を言ったので，彼（女）は泣いたの
か？」

  ――― ＊ ʔah / yɛm
    言う  泣く
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第11章

その他の重要な文法現象

本章では，類型論的観点から重要，または特徴的であると思われる文法現
象について記述する。具体的には，疑問文，否定文，主題化，省略，等位接
続，同格的連続，修辞的技法について述べる。

11.1　疑問文

まず，疑問文とは疑問の意味を表わす文であり，上昇イントネーション
（§2.8参照）という音的形式を伴って表現される文のことと規定する。
疑問文には二つの種類がある。一つは，命題の真偽を問うものである。こ
れを YES/NO疑問文と呼ぶことにする。YES/NO疑問文は，多くの場合，
laih（真偽），yuŋ（推疑），pɔʔ（提案）などの文助詞（§9.4参照）を伴って表現
される。（11-1a）（11-2a）は文助詞 laihによる YES/NO疑問文であり，（11-
1b）から（11-2c）はこれに対する回答文である。

（11-1） a.  hu ʔai yauŋ maiʔ laih
   行く （人名） 村 2sg. （真偽）

   「アイがあなたの村に行ったのか？」
（11-1） b.  ――― hu / ʔaŋ hu

    行く  （否定） 行く

    「行った。／行っていない。」




